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このたびは、貴重なお話をありがとうございました。 

今回の授業を聞いて、私が最も強く感じたのは、「食べる」という一見日常的な行

為が、身体だけではなく、こころや家族、社会とのつながり、そしてその人の人生

そのものに深く関係しているということです。 

特に印象に残ったのは、低栄養と褥瘡のある 68歳の患者さんの事例です。最初は

摂取エネルギーが 876kcal、たんぱく質が 23.4g、飲水量が 840mlでしたが、支援後

には 1880kcal、たんぱく質 62.8g、飲水量 2850mlまで改善したという説明がありま

した。数字だけでも大きな変化だと思いましたが、それ以上に、仙骨部の褥瘡が時

間とともに改善していく写真を見たことが強く心に残りました。 

私はこれまで、「栄養状態が改善すると身体の状態も良くなる」ということを知識

としては理解していました。しかし、実際に患者さんの身体の変化を写真で見る

と、その意味がまったく違って感じられました。傷が少しずつ小さくなっていく様

子を目で見ることで、栄養は単なる数字や食事量の問題ではなく、実際に身体を回

復させる力になるのだということを、とても直感的に理解することができました。

「栄養が、身体を変える」という先生の言葉が、写真を見ることでより具体的なも

のになりました。 

また、90歳の女性が「煎餅を一枚でいいから食べたい」と希望した事例も忘れら



れません。固形物をそのまま食べることは難しくても、煎餅を煮て、こして、とろ

みをつけることで、「食べられない」ことをそのまま「味わえない」ことにしなかっ

た支援に、とても感動しました。  

特に、「栄養を満たす」から「想いを満たす」へ、という言葉が心に残りました。

人生の最終段階では、安全性や栄養量だけを考えるのではなく、本人が最後まで何

を大切にしたいのか、その希望をどのような形なら実現できるのかを考えることも

重要なのだと思います。 

今回の授業を通して、専門職として大切なのは、自分の専門分野だけを見ること

ではなく、その専門性を持ちながら、目の前にいる人全体を見ることなのだと感じ

ました。「誰の仕事か」を考える前に、「この人に何が必要か」を考えるという先生

の言葉を、これから医療や福祉について学ぶ中でも大切にしたいと思います。     

貴重なお話を、本当にありがとうございました。 


